
赤

道

を

越

え

ニ
・
ニ
六
事
件
の
朝
は
真
白
な
雪
景
色
。
戒
厳
令
の
敷
か
れ
た
街
を
私
は
小
学
校
の

修
学
旅
行
で
神
田
の
教
育
会
館
よ
り
上
野
駅
ま
で
歩
き
帰
郷
し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

其
后
事
変
が
続
き
遂
に
大
東
亜
戦
争
が
宣
告
、
国
民
縮
決
起
の
時
代
と
な
り
ま
し
た
。

私
は
昭
和
十
七
年
二
月
八
日
、
救
護
班
と
し
て
召
集
を
手
に
し
た
時
、
千
載
一
遇
の
機

会
と
念
じ
心
身
共
に
若
い
時
を
滅
死
奉
公
の
心
に
燃
え
立
ち
第
三
二
八
救
護
班
の
要
員

と
な
り
赤
道
を
逝
か
に
下
り
、
昭
和
十
七
年
五
月
一
日
付
、
任
地
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
南
方

第
五
陸
軍
病
院
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。
南
国
特
有
の
悪
性
マ
ラ
リ
ア
、
其
の
他
の
伝
染

病
。
朝
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
さ
れ
る
氷
を
砕
き
氷
枕
氷
嚢
を
担
送
車
に
積
ん
で
の
交
換
、

排
泄
物
の
仕
末
。
運
動
靴
を
は
い
て
の
作
業
で
足
の
乾
く
間
が
な
く
祈
癬
に
罹
患
し
て

し
ま
い
そ
の
研
癬
は
実
に
頑
固
で
復
員
後
ま
で
悩
ま
さ
れ
昭
和
五
十
四
年
迄
に
漸
く
治

癒
し
私
な
り
の
終
戦
と
な
り
ま
し
た
。
殊
に
不
定
期
に
繰
り
返
さ
れ
る
前
線
か
ら
の
患

者
収
容
、
内
地
還
送
患
者
の
準
備
、
ま
だ
若
い
と
は
言
え
、
五
日
毎
に
巡
っ
て
く
る
ニ

十
四
時
間
勤
務
。
チ
サ
ル
ワ
と
云
ふ
高
原
の
結
核
療
養
所
で
は
福
島
班
十
一
名
で
百
名

の
患
者
を
担
当
。
衛
生
兵
は
炊
事
と
買
出
し
で
五
名
、
軍
医
二
名
（
内
一
名
所
長
殿
）
、

勤
務
状
態
は
広
い
敷
地
を
重
・
軽
症
病
棟
を
夜
勤
は
棲
中
電
燈
一
ツ
頼
り
に
一
人
一
人

の
病
状
を
看
と
り
一
夜
を
事
な
く
過
ご
せ
た
朝
の
申
送
の
心
境
は
筆
舌
に
は
申
上
げ
ら

れ
な
い
気
持
ち
で
す
。
或
患
者
（
兵
隊
）
さ
ん
は
第
三
報
（
末
期
）
危
篤
状
態
も
迫
り

「
そ
ば
か
き
」
が
食
べ
た
い
と
云
ひ
ま
し
た
。
婦
長
殿
は
現
住
民
に
頼
み
、
そ
ば
粉
を

て

の

従

軍

記

手
に
入
れ
作
っ
て
差
上
げ
た
時
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に
微
笑
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
三
日
後
に
帰
ら
ぬ
人
と
な
り
ま
し
た
。
幾
人
か
の
最
期
を
看
る
度
に
異
国
の
地
で
若

き
生
命
を
絶
っ
て
い
く
人
々
に
は
内
地
（
日
本
）
に
は
こ
の
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

人
々
が
無
事
帰
還
を
待
っ
て
お
ら
れ
る
方
の
心
を
偲
び
感
無
量
で
し
た
。
特
攻
隊
の
荒

鷲
熱
病
に
犯
さ
れ
う
わ
言
に
お
母
さ
ん
と
呼
び
叫
ぶ
姿
、
戦
争
っ
て
こ
ん
な
に
悲
惨
な

も
の
か
と
思
い
ま
し
た
。
戦
時
勤
務
は
大
変
な
事
は
当
然
で
す
が
、
誰
も
が
予
期
し
な

い
敗
戦
と
云
ふ
激
動
期
に
赤
十
字
の
旗
の
基
に
患
者
を
看
取
っ
て
の
移
動
勤
務
、
完
全

武
装
解
除
敗
戦
国
日
本
に
対
し
、
現
住
民
の
流
言
罵
倒
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ャ
の
独
立
戦
争

険
悪
な
る
状
態
。
殊
に
軍
司
令
部
と
の
連
絡
も
停
止
さ
れ
、
出
発
さ
れ
た
軍
医
殿
、
衛

生
軍
曹
の
無
―
―
-E

の
帰
隊
。
同
勤
務
中
の
和
歌
山
班
の
婦
長
殿
南
泉
看
護
婦
の
尊
い
犠
牲

者
を
見
送
っ
た
悲
し
い
思
い
出
が
ご
ざ
い
ま
す
。
チ
カ
ジ
ャ
ン
と
云
ふ
元
川
田
農
場
で

の
病
院
設
営
は
地
面
か
ら
三
十
糎
程
床
を
揚
げ
ア
ン
ペ
ラ
を
敷
き
毛
布
四
ッ
折
に
し
て

ベ
ッ
ド
一
人
分
で
す
。
第
一
水
が
な
く
谷
川
か
ら
軽
症
患
者
と
一
組
に
な
り
食
事
や
飲

料
水
を
棒
で
担
ぎ
坂
道
を
日
に
何
回
も
の
往
復
作
業
、
交
替
の
頃
は
足
が
前
に
進
ま
な

く
な
り
ま
し
た
。
が
、
若
さ
と
情
熱
で
耐
え
き
れ
た
と
痛
感
い
た
し
ま
す
。
昭
和
二
十

一
年
五
月
、
ジ
ャ
ワ
島
カ
ン
ポ
ン
マ
カ
ッ
サ
ル
に
集
結
、
連
合
軍
に
依
る
私
物
検
査
、

各
人
の
前
に
一
品
一
品
写
真
一
枚
に
も
目
を
通
さ
れ
貴
金
属
を
所
持
し
た
場
合
探
知
機

で
判
明
さ
れ
、
他
の
人
々
に
も
迷
惑
を
か
け
る
事
な
の
で
内
地
か
ら
所
持
し
た
記
念
の

沢

田

サ

ッ

キ

＾ 
山

•
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）
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平
成
元
年
十
月
二
十
七
日

し
上
げ
ま
す
。

時
計
万
年
筆
ま
で
放
棄
し
て
の
帰
国
で
し
た
。

私
達
二
十
代
の
事
で
あ
る
。
既
に
四
十
数
年
経
過
し
て
い
ま
す
。
当
時
の
青
春
時
代

を
送
っ
た
同
胞
も
早
々
に
白
髪
の
六
十
半
を
過
ぎ
往
時
を
知
る
方
達
は
「
近
代
看
護
に

ま
さ
る
」
看
護
活
動
で
し
た
。

そ
の
頃
の
事
情
そ
し
て
軍
の
犯
し
た
す
べ
て
の
事
は
私
ど
も
に
は
解
せ
ま
せ
ん
が
、

戦
争
は
絶
対
に
避
け
る
べ
き
と
叫
ぶ
ば
か
り
で
す
。
私
は
蚊
の
媒
体
に
よ
る
デ
ン
グ
熱

と
云
ふ
熱
病
に
罹
り
ま
し
た
が
二
週
間
で
全
治
、
其
の
他
病
気
一
ツ
せ
ず
四
年
五
カ
月

の
戦
時
勤
務
を
致
し
無
事
復
員
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
の
も
当
時
の
馬
場
婦
長
殿
先
輩

諸
姉
の
御
援
助
と
深
く
感
謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

最
后
に
戦
没
さ
れ
た
救
護
員
同
胞
並
び
に
戦
没
勇
士
の
方
々
の
御
冥
福
を
御
祈
り
申
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